
１．は　じ　め　に

　Webの誕生からすでに２０年が経過しようとしている。１９９０年，Berners-Leeに
よってネットワーク接続されたコンピュータ間で，文書情報を簡単に共有し合える
仕組みを考案したのが Webの起源であ る  。この当時の Webは，文字方法を扱うだ

 （ ）

けの比較的単純なものであったが，１９９２年，Andreessen et al. は，文字だけでなく
現在のように画像も扱える Mosaicを発表した。当初，Mosaicは UNIX環境での
み対応するものであったが，他の OSプラットホームにも移植され，瞬く間に普及
していった。
　１９９４年には，HTMLタグを独自に拡張可能な Netscapeブラウザが登場し，Web
ページのビジュアルデザイン性を飛躍的に向上させた。その後，１９９５年にインター
ネット機能を強化した Windows ９５が登場し，インターネット人口は爆発的の増大 
し た  。インターネットが普及すると，ユーザは Webで情報収集を行うようになっ

 （ ）

た。２０００年に Webの新しい呼称である「Web２．０」という語も流行し，誰もが Web
を通して情報を発信できるように変化していった。
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　２００９年から，モバイル WiMAXや WillCOM CORE XGPに代表されるモバイル
ブロードバンドサービスが開始され，今後，ADSLよりも高速な通信速度を実現さ
れる予定にある。これに伴い，モバイルブロードバンド対応のMID（Mobile Internet 
Device）製品の販売も開始されている。MIDは，携帯電話やスマートフォンのよ
うな携帯性と，PCの機能性を兼ね備えており，常時インターネット接続を実現す
る。Intelは，MIDの CPU「Atom」を発表している。小型，かつ，超低消費電力
を特徴とし，Intel Atom Z５００～ Z５４０ までの一連の製品が，MID向けの製品ライ
ンとなっている。MIDの大きな特徴は，GPS機能が標準装備されていることであ
る。そのため，GPS機能を活かした Webの使い方が求められ，Webの形に変化が
起こってくるのは間違いない。現在，インターネットを利用する際には，「先ず検索
サイトから」という概念が当たり前だが，今後は位置情報も考慮に入れた情報提供
が求められる。外出先や移動中に MIDを使うためには先に述べたモバイルブロー
ドバンドの確立が不可欠である。
　そこで本稿では，固定通信時代から移動通信時代へと移り変わる背景を明確にし，
モバイルブロードバンドサービスの必要性を述べる。そしてモバイルブロードバン
ド対応の MID製品が販売され普及していく中で，主な利用用途を年齢別に想定し，
デスクトップ PCとの比較を行う。そしてモバイルブロードバンドサービスと MID
の普及により，Webがどのように利用され，変化していくべきなのかを検証する。

２．モバイルブロードバンドの時代へ

　総務省の「平成２０年通信利用動向調査」によると，２００８年末のブロードバンド回
線の契約数は，前年よりも１８１万増の３，０１１万回線に達した（図１参 照 ） 。２００２年末時

 （ ）

点におけるブロードバンド回線の契約数が７８４万に対して，６年間で約３．８倍の増加
となった。
　２００１年６月には，Yahoo! BBによる個人向け ADSLサービスの提供が開始され
た。その後，ADSLは加速度的に浸透し，高速な回線速度を実現する広帯域で定額
のインターネットが実現した。２００３年には，NTT東日本・西日本が光ファイバによ
る FTTH（Fiber To The Home）サービスを開始し，高速な通信が可能となった。
FTTHの利用可能地域が拡大し，利用料金も ADSL並みに下落すると，ADSLを
主体とする DSLから FTTHへ移行するケースも増えてきている（図１参照）。２００８
年年末には，DSL契約数は１，１５９万と対前年比１１．７％の減少傾向にある一方，FTTH
契約数は対前年比２７．３％増の１，４４２万と増加しており，ブロードバンド回線の契約数
に占める FTTHの割合は４７％を超えた。
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１２７

　図２は平成２０年末のインターネット利用端末の種類を示しており，PCからの利用
者が，前 年  から４４２万人増の８，２５５万人，モバイル端末からの利用者は，前年から２１９

 （ ）

万人増の７，５０６万人であっ た  。その内訳は，PCとモバイル端末を併用している人が
 （ ）

６，１９６万人と大半を占めている。このように，家庭では固定通信，外出先では携帯
電話向けの高速パケット通信や固定無線アクセスである FWA（Fixed Wireless 
Access）といった無線通信によりインターネットに接続している。モバイル端末で
のインターネット利用が増加するとともに，FTTH並みの通信速度を実現する新た
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（出典：総務省「平成２０年通信利用動向調査」）
図１　ブロードバンド契約数の推移

（出典：総務省「平成２０年通信利用動向調査」）
図２　インターネット利用端末の種類（平成２０年末）



な無線通信技術が必要となってきている。
　２００７年末，総務省は PHSサービスを展開する WILLCOMと KDDIなどが参加
するワイヤレスブロードバンド規格の２社に対し，２．５ GHz帯の広帯域移動無線基
地局を開設するための事業者免許を与えた。２．５ GHz帯とは，総務省が広帯域移動
体無線通信アクセスサービスの実現に向け，通信事業者へ割り当てた電波周波数帯
である。この電波周波数帯を利用したサービスが開始されれば移動時においても有
線ネットワークと同等な通信速度でインターネットを利用することが可能となる。
２００９年，WILLCOMと KDDIは広帯域移動体無線通信アクセスサービスを開始し
た。
　KDDI傘下の UQ Communicationは，２００９年，世界各国でも導入の検討がされ
ている「モバイル WiMAX」のデータ通信サービスを開始した。モバイル WiMAX
は電気電子学会 IEEEの標準規格 ８０２．１６eを基に規格化された高速ワイヤレスイン
ターネットであ る  。利用料金は月額４，４８０円に設定され，２０１２年には人口カバー率

 （ ）

９０％を目標としてサービスエリアを順次拡大している。
　２．５ GHz帯を利用した広帯域移動無線基地局の事業者免許を取得した WILLCOM
は，２００９年，新しい高速モバイルデータ通信サービス「WILLCOM CORE XGP」
を開始す る  。WILLCOM CORE XGPは国際電気通信連合より国際標準として勧告

 （ ）

されている通信規格「XGP：eXtended Global Platform」を採用してい る  。
 （ ）

　このようにモバイル WiMAXや WILLCOM CORE XGPなどの広帯域高速無線
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（出典：ROA Group, INC. Report NO. ０９１３  ０  ）
 （ ）

図３　モバイルブロードバンドサービス市場予測



１２９

通信技術を利用したサービスが開始されると，従来の移動体通信事業者（特に ３G
キャリア）と通信技術にも変化を強要し，さらに高速な通信技術への進展を急がせ
ることになる。
　図３は，韓国 WiBro市 場  のベンチマーキングを基に，３Gキャリア，モバイル

 （ ）

WiMAX，WILLCOM COREの成長を ROAが予測したものである。モバイルブ
ロードバンドサービス全体の市場規模は，２００９年の２７０万件から年平均増加率４０％の
レベルで成長を続け，２０１３年には，１，０００万件を突破すると予想されている。この図
は多少のずれはあるにしても，これに準ずるものになると思われるため，インター
ネットが固定回線を利用していた時代から，モバイル WiMAXを利用したモバイル
環境の時代へと移行しようとしている。

３．ネットワーク利用に求められる変化

　モバイル WiMAXや WILLCOM CORE XGPなどのモバイルブロードバンドが
提供され始め，通信環境が変化していくに伴い，通信から端末に目を向けてみると，
モバイルブロードバンド対応の携帯情報端末が開発，発売され始めている。
　携帯情報端末には，Netbook，UMPC，MIDが含まれており，Intelは，１０型以下
の液晶を搭載した端末を Netbook，５型から７型の液晶を搭載した端末を UMPC，
４．５型から６型の液晶を搭載した端末を MIDとしている。
　Intelが２００８年３月にモバイル端末向けの低消費電力プロセッサである Ato  m  を

 （ ）

発表した時に，Netbookのコンセプトを披露した。Netbookとは，インターネット
利用に特化した超低価格 PCとしてお り  ，Eee PCに代表される小型で低価格のノー

 （ ）

トパソコンである。一方，MIDとは，ネット利用に特化した携帯デバイスと Intel
が表現してお り  ，CPUには，Atomが採用され，OSには Linuxを搭載している。

 （ ）

２０１０年には MID製品の販売が開始される予定であり，「通信」と「端末」の二つの
要件は満たされる。そこで，ここでは１０年後を想定するよりも変化が大きすぎる世
界のため，約５年後の２０１５年頃を想定したデスクトップ PCと MIDの機能別利用
傾向を示す。
　表１は２０１５年頃を想定した，デスクトップ PCにおける年齢別，用途別利用傾向
を示している。表中の段階表記には，正確な数値で評価することが難しいことから，
◎，○，△，×の４段階の相対法を用いている。それぞれの機能の利用が非常に高
い場合は◎，高い場合は○，低い場合は△，非常に低い場合は×としている。
　そして，表の縦列の大分類として，現在最も PCの利用が多い学生と社会人を対
象とした。学生の中分類としては，PC利用の低年齢化が進んでおり，総務省も２００４
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年からインターネットに関する調査を３歳以上にしていることから，初等教育期の
学生も対象に含めた。そして，小学生を対象とした初等教育期，中学生と高校生を
対象とした中等教育期，大学生を対象とした高等教育期の３つに分類した。社会人
の中分類は，３０歳未満を若年層，３０歳以上５０歳未満を中年層，５０歳以上を高年層の
３つとした。
　表中の機能分類では，「テレビ，ビデオ」と「音楽プレイヤー」は，それぞれ動
画や音楽のダウンロード視聴を含み，「ゲーム」は主に，オンラインゲームを指して
いる。「コミュニケーションツール」とは，電話やメールの利用も含み。「メディア
アクセス端末」は，インターネットにアクセスすることを意味している。
　表１から，２０１５年頃のデスクトップ PCの主な利用者層は高等教育期の学生と，
若年層の社会人であることが分かる。現在，デスクトップPCの利用目的はインター
ネット検索が最も多く，次いで電子メールの受発信，ネットショッピング・オーク
ションとなっている。この傾向は２０１５年頃も現在と変わる理由が見つからないため，
機能面のメディアアクセス端末としての利用が，どの年齢層においても高いと想定
する。先にデスクトップ PCの利用目的上位３つを述べたが，それら以外の利用目
的で急上昇しているのがオンラインゲームである。
　図４は日本オンラインゲーム協会によるオンラインゲームユーザのアカウント数
を示している。日本ではビデオゲーム市場が強大であるが，ブロードバンド
（ADSL）サービスが開始された２０００年を超えたあたりから，PCのオンラインゲー
ムも徐々に浸透してきてい る  。 ２００４年に約１，９４２万であったユーザアカウント数は，

 （ ）

２００８年７，５４５万にまで増加し，５年間で約４倍になっ た  。このようにオンラインゲー
 （ ）

ムをする人数は年々増えており，２０１５年頃にはオンラインゲームの利用者が増加し，
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表１　デスクトップ PCにおける年齢別，用途別利用傾向
（２０１５年頃想定）

社　　会　　人学　　　　　生年　　齢
機　　能 高 年 層中 年 層若 年 層高等教育期中等教育期初等教育期

×△○○△×テレビ，ビデオ
××△△△×ゲーム
×△○○△×音楽プレイヤー
△○◎○△×コミュニケーションツール
○◎◎◎○ △ 

（ ）メディアアクセス端末

△○○△××スケジュール管理
○◎◎◎△×ビジネスアプリケーション



１３１

主に中高等教育期の学生や若年層の社会人に普及していると想定する。しかし，２０１５
年頃は，ゲーム市場をビデオゲームや携帯型ゲームが占めていると考えられるため，
表中のゲームとしての機能の利用は△にしている。
　その他，表１からメディアアクセス端末の次に利用傾向が高い機能として，ビジ
ネスアプリケーションが挙げられる。２０１５年頃には，Netbookや MIDなどの小型
端末市場が大きくなると予想されるが，これらの端末は，画面が小さく，長時間の
作業や，細かい作業には不向きである。そのため，デスクトップ PCでビジネスア
プリケーション機能を利用することは現在と変わらず続いている。そのため，ビジ
ネスアプリケーションとしての利用は変化がなく，高等教育の学生と，若年層，中
年層の社会人を◎に想定している。
　表２は２０１５年頃を想定した，MIDにおける年齢別，用途別利用傾向を示している。
表１と表２の機能面での違いは，「デジタルカメラ」と「GPS」である。MIDには，
カメラ機能が搭載されており，外出先や移動中でデジタルカメラとして利用される
機会があるため「デジタルカメラ」機能を追加した。また，ナビゲーション機やリ
アルタイム地点情報検索装置などに搭載されている「GPS」機能が標準装備されて
いるため，「GPS」機能も追加した。
　表中の初等教育期と中等教育期の学生の GPS機能の評価で，カッコ表記を採用
したのは，利用者本人でなく保護者が所持者（子供）の現状位置を追跡するために
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（出典：JOGAオンラインゲーム市場調査レポート　p. ４２）
図４　オンラインゲームユーザアカウント数の現状



利用すると想定したのである。
　表２から MIDの主な利用者は高等教育期の学生と，若年層，中年層の社会人に
なることが分かる。モバイルブロードバンドを利用し，現在の携帯電話のように常
にインターネットに接続した状態になるため，外出先や移動中でも企業ネットワー
クに接続し業務データの処理を行うことができる。
　また，GPS機能を利用することで，外出先や移動中からの企業ネットワークへの
アクセスの実現や，社外での社員の情報収集端末として利用でき，その他，目的地
までのナビゲーションサービスや，緊急時のセキュリティーサービスなどにも利用
できる。
　また，スケジュール管理機能においては，外出先からでも必要な相手とスケジュー
ル共有を行い，価値の高い情報を得ることができるようになる。
　初・中等教育期の学生は主にエンターテインメントを目的とした利用が想定され
る。移動中にテレビを見たり，音楽配信サイトから音楽をダウンロードして移動中
に聞いたり，オンラインゲームや携帯ゲームアプリをダウンロードして楽しむなど
が考えられる。また，通信手段としてだけでなく，MIDの GPS機能により，防犯
対策にも活かすことができる。
　表３は，デスクトップ PCと MIDの違いを示した表である。デスクトップ PC
は大画面で HDDが大容量であり，長時間の利用に便利である。また，ユーザイン
ターフェイスは GUIであり，大半の基礎的な操作をマウスなどのポインティンデ
バイスによって行う。
　一方，MIDは小型，軽量であり，持ち運びに便利である。ユーザインターフェイ
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表２　MIDにおける年齢別，用途別利用傾向
（２０１５年頃想定）

社　　会　　人学　　　　　生年　　齢
機　　能 高 年 層中 年 層若 年 層高等教育期中等教育期初等教育期

△◎◎◎○△テレビ，ビデオ
×○◎◎◎◎ゲーム
△○◎◎◎○音楽プレイヤー
○◎◎◎◎○コミュニケーションツール
△○◎◎○△デジタルカメラ
○◎◎◎○△メディアアクセス端末
△◎◎○△（○）×（◎）GPS

△◎◎○××スケジュール管理
○◎◎◎△×ビジネスアプリケーション



１３３

スは，入力デバイスがマルチタッチの製品も多いため，それに対応した第二世代の
GUIである。また，VUIでは，音声によるコマンドの指定やデータの入力を行う
ことができる。
　表中の「求められる必要学習量」は，デスクトップ PCと MIDを使い始める時
の学習量を示したものであり，デスクトップ PCを初めて使用する人は，今まで PC
を使ったことのない人が大半を占めるため，必要学習量が高いとした。一方，MID
の使用者は，デスクトップ PCがそのまま小型化された形であり，セカンド PC，
またはサード PCとして使用され，PCの操作性に慣れた人が利用すると考えられ
るため，必要学習量は低いとした。
　以上のことから，MIDはデスクトップ PCと比較して，全く違う利用方法をさ
れていく。しかし，MIDの利用は，ネットワーク接続が前提であり，ネットワーク
に接続されていなければ，ほとんどの機能を利用する意味をもたない。その点，デ
スクトップ PCはネットワークに接続していなくてもビジネスアプリケーションと
して利用することができるが，現在の利用方法ではメディアアクセス端末としての
利用が主になっているため，どちらもネットワーク接続が大前提になる。

４．MIDの発展と Webに求められる変化

　PCのハードウェアは，時代とともに高性能かつ小型・軽量化の方向へ進み，そ
れに歩調をあわせてソフトウェアも高性能になった。１９８９年に，A４ ノート型 PC
が誕生した。重量 ２．７ kgで，必要最小限のインターフェースを装備し，大型の液晶
ディスプレイを備え，デスクトップ PCと互換性を保持した製品であった。
　その後，２００８年に，さらなる小型ノート PCの進化が進み，ウェブサイトの閲覧
や電子メール・チャットなどの基本的なインターネット上のサービスを利用するこ
とを主な用途とした，低価格で小型・軽量である Netbookが登場した。
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表３　デスクトップ PCと MIDの違い

MIDデスクトップ PC
６インチ以下１５インチ～３７インチディスプレイサイズ
Linux，WindowsなどWindows，MacOSなどOS

軽い重い重量
GUI（第二世代），VUIGUIユーザインターフェイス
～１２０ GB３０ GB～４ TBHDD容量
マルチタッチ，キーボードキーボード，マウス入力デバイス
低い高い求められる必要学習量



　今年２００９年には，小型で携帯性に優れ，モバイルブロードバンドによる常時イン
ターネット接続を実現する MIDが発表され，携帯電話やスマートフォンのような携
帯性と，PCの機能性を兼ね備えている。携帯電話やスマートフォンと比較すると，
大型のディスプレイを搭載し，スカイプなどのアプリケーションをインストールす
ると音声通話も可能であ る  。また購入価格においても，携帯電話やスマートフォン

 （ ）

の価格は，５万円前後で高額であるが，MIDは３万円前後で低額である。
　２００９年には，UQ Communicationsがモバイル WiMAX，WILLCOMが WILL-
COM CORE XGPなどの新しい高速モバイルネットワークサービスを開始し，現在
の携帯電話の１０倍近い通信速度を実現する。MIDにはモバイルネットワークへの接
続機能が標準サポートされており，これらのモバイルブロードバンドを利用すれば，
屋外でもインターネットをストレスなく利用できる。現在では，モバイルブロード
バンドサービスが開始されたばかりであるが，サービスエリアが拡大していくに伴
い，相乗効果により MIDも普及していくに違いない。
　第二世代の MID製品は，技術の進歩とともに機能を大幅に強化したものとなる。
バッテリー寿命は長くなり，対応するコンテンツ形式が増え，低価格になると期待
される。このような進歩により，２０１５年頃にはかなりの市場規模を獲得し，現在の
携帯電話に近い利用のされかたが想定される。現在の携帯電話の利用目的は電子メー
ルの受発信が５割を占めており，MIDは小型の PCの位置づけであるが，PCとは
全く異なった電子メールの受発信がされるようになる。
　今まで PCで電子メールを利用するときには，メールサーバに自らアクセスし自
分宛のメールを受け取っていた操作が不要になり，携帯電話のように，自分のメー
ルアドレスに送信されたメールを自動的に受信することができる。そして，MIDで
は，携帯電話の文字数，添付ファイルの容量や種類といった制限がないため，ます
ます使いやすい端末として利用される。
　MIDの最大の特徴はGPS機能が搭載されていることである。そのため，インター
ネットを利用するときには，位置情報をふまえた情報収集が行えるようになる。今
までの Webは，デスクトップ PCやノート PCを用いて，固定した場所からイン
ターネットに接続して情報の収集を行う形である。そのため，検索する人の場所な
どを考慮に入れていないものになっている。しかし，MIDが普及し，位置情報を考
慮する Webが求められるようになると，今までとはまったく違った Webが必要と
なる。
　Webの誕生は１９９０年までさかのぼる。２０００年に Web２．０ と呼ばれる Webの新し
い利用法を，Tim O’Reillyが「旧来は情報の送り手と受け手が固定され送り手から
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受け手への一方的な流れであった状態が，送り手と受け手が流動化し誰でもが Web
を通して情報を発信できるように変化した Webを「Web２．０」とする」と定義し た  。

 （ ）

Web１．０ という言葉もあるが，それはWeb２．０ の登場によって暗に規定された概念で
あり，直接の定義のようなものはない。Web２．０ の代表的なサービスとして，ロボッ
ト型の検索エンジン，SNS，Wikipedia，巨大掲示板，ブログなどが挙げられる。し
かし，具体的な技術を明確に指し示す用語ではなくマーケティング・ネットサービ
ス業界で増長しながら一人歩きするために，「バズワード」とくくられた。結果的に，
Tim O’Reilly の定義では，「情報の一方通行から双方向」がWeb１．０ からWeb２．０ の
変化としているが，実際には「検索から」という形は変わっておらず，本当の意味
での Web２．０ はこれからである。 GPS機能を考慮した位置情報サービスに対応する
Webこそが本当の Web２．０ といえる。

５．今 後 の 展 望

　無線通信の世界にも新たな時代の幕明けが訪れようとしている。WiMAX，モバ
イル WiMAX，WILLCOM CORE XGPなどの広帯域高速無線通信技術が市場開拓
期（始動期）へと入り，同様に，Wireless H  D  や WiGi  g  のような次世代の超高速短

 （ ）  （ ）

距離無線通信規格策定も急速に進展している。 このような変化は，従来の移動体通
信事業者（特に ３Gキャリア）と通信技術にも変化を強要し，携帯電話向けの高速パ
ケット通信をHSPA（High Speed Packet Access）とEV-DO Rev. A（CDMA２０００）
から，さらに高速な通信技術（例えば，HSPA Evolution）への進展を急がせた。 そ
れでも，UQ Communicationsは２０１０年４月頃までには政令指定都市と全国主要都
市においてサービスを開始する予定にあり，この新規参入者の通信速度と料金定額
制のサービスに対抗するために，次世代の LTEのサービス開始時期を２０１１年前半に
まで早期化することとなっ た  。

 （ ）

　３G世代の移動体通信技術とは異なり，WiMAXやモバイル WiMAXに代表され
る BWA技術の焦点は，通信ネットワークサービス利用時の通信速度と料金にある。
現状，UQ Communicationsの提供するサービスでは，利用料金は家庭向け光ファ
イバとほぼ同一水準の４，４８０円であるものの，今後，通信速度の改善が図られ，サー
ビスエリアが全国レベルに拡大すれば，３Gキャリアへの圧力はより一層高まるこ
とになる。換言すると，広域無線通信サービスに対して，インターネット利用に不
足のない通信速度と適切な定額制料金が併行的に導入されなければ，BWAの普及
は進展しないし，この変化のために８０２．１６と ８０２．１６eが規格化されたわけである。
つまり，２．５ GHz帯事業者免許を保有する企業がこの前提を固守できれば，BWA
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は早期に実現されていく。
　MID向けの技術開発と MID製品開発は BWAの普及を前提としたものであり，
本稿中においても解説してきたように，この普及を先導する半導体メーカーにより，
２０１０年年初から MID製品の販売開始が予定されてい る  。これにより，「通信」と

 （ ）

「端末」の二つの要件は満たされる。ところが，各社の MID製品のソフトウェア・
プラットフォームはいずれも PDAベース，あるいは PCベースであり，同様に，
アプリケーションもこのどちらかに属す る  。残念ながら，MIDに最適化されたソフ

 （ ）

トウェア・プラットフォームとアプリケーションのいずれも現状では存在しな い  。
 （ ）

　MIDは，その外形面において PDAと同水準にあるが，性能面では PCの水準に
ある。しかし，スタイラスペン入力の PDAとは異なり，MIDは外形的に PDAと
大差ないものの，PC水準の性能を有し，BWAによる高速なインターネット利用環
境も備えることになると，インターネット接続されている PCと同等，あるいはそ
れ以上の高い操作性を求められる。小型・軽量である長所は，同時に，ユーザイン
ターフェイスに関して致命的な短所ともなりえる。このため，MIDには GUIや
VUIなどに関して革新的な技術の前進を求められているが，現状では PC関連技術
の移植だけにとどまってい る  。この点は MID製品の今後の課題として浮かび上が

 （ ）

ることになろう。
　MIDは “Mobile Internet Device”の略称である。これを以って，一部に「イン
ターネットが不足なく使えれば，それでよい」とするような極端な製品開発アプロー
チも見受けられ る  。そして，このような製品開発アプローチはインターネット利用

 （ ）

者に対して極めて暴力的なものとなりかねない。例えば，これは Googleの Android
ベースの MID製品を想定すると理解し易い。当然ながら，Androidでは「Google
中心の Webアクセス」の利用法が主体となる。ところが，これこそが正に「PCイ
ンターネット文化」の強要であり，「インターネット ＝（先ずは）検索」という古典
的な用法である。デスクトップ PCを起動し，インターネットを利用する際に，「先
ず検索サイトから」は初期のインターネットの必然性から生じたものであり，現在
ではこのようなスタイルが必ずしも全てではなくなり始めている。
　例えば，MID製品は GPSを内蔵しており，携帯利用に適しているため，Webは
位置情報も考慮に入れた情報提供が必要になる。検索サイトから情報を得るだけで
なく，使用者の位置に関する情報を自動的に収集することができるサービス，例え
ば，周辺地域の情報提供サービスや目的地までのナビゲーションサービスなど，
GPS機能と連携した Webが求められる。検索エンジンによる情報収集も行われる
が，検索するよりも前に必要な情報を得ることができれば徐々に「インターネット
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＝検索」という形はなくなっていくであろう。その形が崩れると，Webの操作方法
にも大きな変化が訪れる。
　MIDの主な利用者は PCの操作性に慣れている人が多いため，マルチタッチや
キーボード等を用いて，より直感的な操作が Webに対して望まれる。iPhoneのよ
うに，２点で画面を拡大・縮小したり，音声検索の機能を有し，利用者の必要学習
量が低く，すぐに慣れることができる操作性が求められる。

注

準１  http://www.w３.org/People/Berners-Lee/
準２  http://www.sophia-it.com/content/Windows+９５
準３  現在，BWAアクセスサービスを提供している事業者は２事業者であるため，BWAアク
セスサービスの契約数はブロードバンドサービスの契約数に加えていない。
準４  http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/２００８/pdf/０８０４１８_４_bt.pdf
準５  ここでのモバイル端末は，携帯電話，PHS及び携帯情報端末（PDA）を指す。
準６  http://www.uqwimax.jp/service/wimax/
準７  「WILLCOM CORE XGP」を展開していくに当たり，財務体質の抜本的な改善が不可欠
という判断から，２００９年９月２４日，事業再生 ADR手続きを行い受理された。
http://www.willcom-inc.com/ja/corporate/press/２００９/０９/２４/index_０１.html
準８  http://www.willcom-inc.com/core/core_xgp/index_０１.html
準９  http://shop.ns-research.jp/dl/roa０９０３２４.pdf
準１０  http://www.dri.co.jp/auto/report/roa/roa０６０７０wibro.htm
準１１  http://www.intel.co.jp/jp/products/processor/atom/index.htm
準１２  http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Keyword/２００８０８１２/３１２７１６/
準１３  http://ascii.jp/elem/０００/０００/１２３/１２３００９/
準１４  PC利用の低年齢化が進んでいるため，２０１５年頃には初等教育期の学生もデスクトップ
PCをメディアアクセス端末として使っていると想定する。
準１５  http://www.famitsu.com/game/news/２００４/０６/１９/１０３,１０８７６５４２８２,２７６６５,０,０.html
準１６  ユーザアカウントの中にはダブルアカウントの数も含まれているので，この数字がその
ままユーザの正確な人数ということにはならないが，増加傾向をうかがい知ることができ
る。
準１７  http://it.nikkei.co.jp/mobile/news/index.aspx?n = MMITi２０００００７０１２００９
準１８  http://radar.oreilly.com/archives/２００５/１０/web-２０-compact-definition.html
準１９  http://www.wirelesshd.org/
準２０  http://wirelessgigabitalliance.org/
準２１  正確には，２０１０年１２月のサービス開始時期と設定されているが，これは「２０１０年中のサー
ビス開始」をアピールする目的だけのものであり，実際には２０１１年がサービス開始時期で
ある。なお，各キャリアの事業計画の詳細については，総務省の３．９世代移動体通信システ
ムへの基地局開設計画申請書類に関する報道を参照していただきたい。各事業者の計画概
要については下記の URL中の「別紙」の PDF資料にまとめられている。
URL: http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/１４４５７.html
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準２２  http://www.intel.com/jp/products/mid/
http://www.jp.arm.com/markets/mid/index.html
準２３  山本（２００９，p.９１）
準２４  Moblinは Netbookと MIDのために開発されている専用のソフトウェア・プラット
フォームであるが，MID用ユーザインターフェイスはまだ開発途中の段階にすぎない。
準２５  http://www.nvidia.co.jp/object/tegra_odm_devices_jp.html
準２６  現在，大半の開発中製品がそうである。
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